
は じ め に

思春期１）とは子どもから大人への移行期である。身体

的には二次性徴といわれるように，外見的に大きな変化

を遂げると共に，内面的にも身体的変化を受け入れ，自

己を見つめ直すという心身共に不安定な状態にある時期

である。危機理論２）から見ると，人が生きていく間に誰

もが通る危機的状態（発達危機））はいくつかあるが，

正に思春期は危機状態であるといえる。しかし危機理論

では危機状態を乗り越えたとき，そこに大きな成長が見

られることが大切なことといわれており，成長するため

にエリクソンは３）は「親からの心理的自立」と「アイデ

ンティティの確立」という課題を挙げている。親からの

心理的自立と同時に，日常生活においても自分なりの生

活習慣が身につく時期であり，この時期の健康は将来の

健康の基盤となり，この時期に身についた生活習慣は，

将来まで大きく影響するといわれている。従って思春期

の健康教育に力を入れることは，個人の生涯の健康に影

響を与えるだけでなく，国民全体の健康レベルへの影響

につながる大切なことといえる。

この大切な時期の健康教育をどのようにすべきかを考

えた場合，友人や先輩，或いは有名タレントなどメディ

アの影響を大きく受けることから，それらを考慮した教

育であることが必要である。また親自身も直接的なかか

わりの少なくなるなかで，教育力の不足を実感したり，

相談のできる場を求めているのも現実である。

そこで，本稿は，学校教育を離れ，地域活動として若

者や親の教育と相談を展開する試みについて第１報４）に

続いてその後の活動について検証するものである。

思春期の健康教育に関する先行研究として，学校教育

での様々な取り組みは目にするところであるが，地域や

家庭を巻き込んだ研究は少なく５）６）７），地域において思

春期の若者と大人を同時に対象とする研究は散見できない。

Ⅰ．研究目的及び研究方法

本研究は２年間の継続研究であるが，今回は以下の仮

説を立て青少年健康センター活動を中心とする思春期の

健康教育を地域の中で展開する場合の効果と問題点につ

いて研究することを目的とする。

仮説１．思春期の健康教育は地域活動として行われる

必要があり，青少年健康センターはその拠点

となり得る。

仮説２．ピア・サポート活動は，当事者同士の活動と

して，若者にとっても大人にとっても有効な

ものである。

研究方法は，参加者のアンケート結果を中心とする。

Ⅱ．研究背景及び経過

本研究は継続的に取り組んでおり，研究に取り組んだ

背景や研究経過を簡単に紹介する。研究プロジェクト

は，現在の思春期の若者の健康に危機感を抱き健康教育

研究論文
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思春期は若者が健康な身体や生活習慣を築く上で大切な時期であるが，この時期は若者が容

易に健康リスクにさらされる時期でもある。我々はこれまで若者が正しい知識を身につけ適切

な行動を行うという目標のもとに若者に対するピアエデュケーションを実践し，効果が見られ

ているが，今回，学校のスタッフのみならず若者の親も巻き込んだ思春期健康教育導入の必要

性を感じたため，地域に思春期の若者と親の教育と相談のための健康センターを開設した。
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の重要性を痛感したところから出発したものである。背

景として思春期以前の子どもは家庭で手厚く保護され世

話を受け，学校教育の中でも指導が行き届いている。し

かし中学・高校になると，学校教育の中で保健学習の時

間や特別活動で行う生徒指導などがあるものの，時間数

としては限られ実践は本人にゆだねられている。生活の

大半は学校や塾など家庭を離れた場となり，友人や先

輩・後輩という年齢の近い仲間からの影響を大きく受け

ながら生活するようになり，親もこれまでのように世話

をするというより本人任せの部分が多くなってくる。ど

のような知識を持って，どのような仲間に囲まれて生活

するかによって健康は大きく影響されるものであり，見

落とせないことは，思春期の健康づくりがその人の生涯

の健康に大きく影響することである。一方思春期の子ど

もを持つ親は，自立して行く子どもに対し知識不足でし

つけも教育もできず，子どもに対する悩みを持ったとし

ても問題が大きくなるまで相談のできる場がないのが実

態ではないかと考えた。このようなことを鑑みると，健

康面からの思春期の若者と親に対するサポート体制の必

要性を痛感し，研究に取り組むに至ったのである。

まず行ったことは思春期の若者と親に対する実態調査

である。高校生と保護者を対象に健康生活の基礎である

食事や睡眠などの生活実態やどのような悩みや問題を

持っているのか実態把握する目的で調査８）を行った。そ

の結果親子共々現在の生活を続けていると，将来の健康

に不安であるという意識を持ち，特に親は自分自身の将

来の健康に不安を持っていること，子どもに対しての悩

み相談の場の無いことが明らかとなり，その必要性から

思春期の若者と親双方への教育と相談の場作りに向けて

研究をすることとなった。

そこで実践活動として取り組んだのが思春期の若者へ

の健康教育で，同年代の若者同士の教育活動であるピ

ア・エデュケーション活動であった。この教育手法を用

いての実践活動から教育する者，される者双方がエンパ

ワーメントされ非常に効果的であることが明らかとなっ

た９）。しかしながら，この活動は学校教育の中で単発的

に行われることが多いことから，効果が持続しないとい

う問題が生じ，問題解消のために高等学校のカリキュラ

ムの一端として大学生によるピア・エデュケーション活

動を１年間継続的に担わせていただく試みも行った。手

作り教材を活用しながらの教育活動であったが，結果と

して受講生は，健康行動変化のステージモデルが準備期

から実行期へ変化が見られ確実に効果のある取り組みと

なった１０）。しかし一方では，大学の授業の合間に毎週高

校へ出向かなければならないことから人的，時間的問題

の多いことも明らかとなった。

高校へ出向いての活動は，授業を受けた一部の生徒の

みへのかかわりであったことから，多くの思春期の若者

へのかかわりを持つ必要性を感じ，特定の学校に限ら

ず，地域の中で若者同士教育し合える場作りを試みた。

街角カフェと称し，大型スーパーの一角を借り，訪れた

生徒たちと語り合い学習しあうというものである。その

ような活動を通し，中学生や高校生は放課後の過ごす場

所が無く，スーパーの化粧品売り場を訪れたり，ファー

ストフード店でおしゃべりをして過ごすことが多く，若

者たちが楽しく語らったり学べる場所を求めていること

がわかった。詳細は第１報１１）で報告している。

次に親への働きかけとして，親のピア・サポーター

（以下思春期サポーターとする）の養成を行った。思春

期の親をサポートするためには思春期サポーター自身が

現代の若者を理解する必要があることから，５回の講座

を開催し学習体制を作った結果，現在９名の思春期サ

ポーターが育っている。

以上のように学校教育や地域内での思春期の若者への

介入，並びに地域内での親への働きかけを通し，思春期

の若者や親の為の教育と相談のできる拠点づくりの必要

性を感じ青少年健康センター設立のための準備を開始し

た。まず設立目的や構成メンバーの決定を検討した。そ

の結果，青少年健康センターは思春期の若者とその親の

ための専門機関であるという位置づけを明確にし，相談

活動と教育活動を行うということを目的とした。次に教

育活動のために，どのような内容を取りあげるか検討し

教育プログラムの決定を行った。それに伴い今までピ

ア・サポーターが学校へ出向いて行っていたピア・エ

デュケーション活動で作成した教材に加え，新たなる教

材整備を行った。

Ⅲ．青少年健康センターの概要

青少年の健康について専門的な教育と相談ができる場

として地域に青少年健康センター（以下センターとす

る）を立ち上げたのは平成２１年７月である。以下地域活

動として概要をまとめるが，構想については報告１２）済み

である。１年間かけセンター構想に沿った教材作りや人

材育成について研究を継続し，開設と同時に活動を開始

した。センターを主催するのは，北翔大学学術情報セン

タープロジェクト研究員であるが，専門的な立場よりオ

ブザーバーとして産婦人科の医師と精神科の医師が加

わっている。実際の活動に携わるメンバーとしては，大

学生のピア・サポーターと大人の思春期サポーターであ

る。大学生のピア・サポーターは，大学内でピア・サ

ポーターのためのスキルトレーニングを受けた学生であ

り，思春期サポーターは北翔大学の公開講座で思春期サ

ポーター養成セミナーを受講した大人である。
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・研究プロジェクト 
・産科医オブザーバー 
・精神科医オブザーバー 
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（連携） （連携） 

思春期ネットワーク 
・研修の場の提供 
・専門家への活動紹介 

思春期精神科医、女医会 
・必要者の紹介 
・助言 

性教育協会 
・研修の場の提供 
・ともに活動 

ピア・サポーター 
　　　　　　（大学生） 
・実際の活動企画運営 

札幌市アシストセンター 
・必要者の紹介 
・ともに活動 

思春期サポーター（大人） 
・実際の活動企画運営 
 

児童相談所 
・必要者の紹介 

市・区保健センター 
・活用協力 

教育委員会 
・研修の場の提供 
・活用協力 

PTA連合会 
・研修の場の提供 
・活用協力 

北海道警察 
・必要者の紹介 
 

江別市教育委員会 
　　　ヤングテレホン 
・必要者の紹介 

青少年健康センター 

以下の手順で連携する 
１．個別連携 
２．定例連絡会 
３．共催活動 

表１ 高校生のアンケート結果（自由記載分） ｎ＝１７８

良
か
っ
た
こ
と

年齢が近く親しみやすく，フレンドリーで話しやすく聞きやすかった ５２名（２９．２％）

分かりやすかった ２９名（１６．３％）

楽しく学べた ２２名（１２．３％）

非日常的で変化があり，新鮮だった ８名（４．５％）

優しく話したり，聞いてくれてうれしかった ８名（４．５％）

人生の先輩として，又大学生生活の一端を知ることができた ３名（１．６％）

印
象
的
だ
っ
た
こ
と

妊娠経過模型と手作り胎児人形 ７５名（４２．１％）

薬物のレプリカ模型 ３５名（１９．６％）

アルコール飲料サンプル及びスムーキングガイ模型 １５名（８．４％）

体力測定と運動遊び具（水溜りシート） １４名（７．８％）

食事バランス模型 １０名（５．６％）

お汁粉 ８名（４．５％）

紙芝居及び手作り展示品 ７名（３．９％）

避妊具模型 ３名（１．６％）

センターを利用できる者は，個人あるいは集団であ

り，中学・高校・大学生の青少年期にある若者とその親

である。その他青少年に関わりに深い保健関係者等の利

用も可能である。

活動内容としては，大きく研修部門と教育活動部門，

相談活動部門に分かれる。

研修部門は，ピア・カウンセラー養成研修会を行う。

これは前記のピア・サポート養成とは異なるものであ

る。ピア・サポーターは日本ピア・サポート学会が認定

する資格であり，ピアカウンセラーは日本ピアカウンセ

ラー，ピア・エデュケーション研究会認定の資格であ

る。ピアカウンセラーは，思春期の性に関する学習に力

を入れており，思春期の性教育を担当する学生には適し

ているプログラムであることから，センターの研修部門

に位置づけ，他大学や専門学校生へ向け広く呼びかけて

行こうとするものである。

大人の思春期サポーター養成研修は，今年度は大学エ

クステンションセンター講座に組み入れて行ったもので

あるが，次年度からはセンターの研修に位置づけ，継続

的に養成していくものである。

教育活動部門は，センター内で行うものと，学校等に

出向き行うものを想定している。教育内容として備えて

いるプログラムは「食」「運動」「飲酒」「喫煙」「性」

「薬物」の６プログラムであり，常に教材の整備を進め

ている。

相談活動部門は，メール相談と電話相談ができる体制

にしている。青少年の若者はメール中心に，親の相談は

電話相談を中心とし，担当を若者のメール相談はピア・

サポーターが，親の電話相談は思春期サポーターとして

いる。しかし，電話相談は他部署でも専門に行うところ

があることから，既存の部署との連携を強め密に対応で

きるようにしている。以上のセンターの概要を図式化し

たものが図１であり，センター活動を効果的にするため

に，連携が必要と考えた既存の部署との連携内容が図２

である。

Ⅳ．研 究 結 果

センター開設６ヶ月（平成２１年７月から平成２２年１

月）という期間に実施した３つの活動結果である。

１．センターでの教育活動

平成２１年１２月にセンターを訪れた近隣の高等学校２年

次生徒１７８名に対し，性に関する教育を行った。約６０名

づつ３回に分け，性教育プログラムのデートＤＶをテー

マとし４５分間大学生のピア・サポーターから教育を受

け，残りの４５分間はセンターへの理解と今後センターの

活用に繋げる目的で，各コーナーを案内し，ピア・サ

ポーターからプログラムの紹介を行った。大学生のピ

ア・サポーターが学習を中心的に進め，大人の思春期サ

ポーターは，季節の食材をテーマとした食コーナーにお

いて「かぼちゃ汁粉」の提供を担当した。その結果，終

了後の生徒からのアンケートに見られるように大変好評

のうちに終了することができた。アンケート結果は表１

に示した。

図１ 青少年健康センター概要

図２ 青少年センター関連部署との連携内容
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表２ 学習会参加者アンケート結果 n＝１４

学習会の周知方法 タウン誌６名，知人の紹介２名，教員から紹介５名

参加理由
テーマに興味があった １２名

子育てに役立てたい ２名

学習内容
内容は良かった １４名

時間が短い １名

ディスカッション
デスカッション内容は良かった １４名

時間が短い ５名

自由記載

・ 色々な立場から話が聴けてよい刺激になった。

・ 連携が大切

・ 子どもに対する気持ちの持ち方を改めで考えた。

・ 子どもの力を信じ見守ることの大切さ

・ 中学生の具体的な話が聴くことができ子どもとのかかわりに大変勉強になった。

以上のように，教育を受けた高校生は一方的な講義で

はなく，大学生と気軽に話しながら学べたことに満足し

ており，手作り胎児のぬいぐるみに触ったり，体力測定

や運動を実際行なう等，体験しながらの学習が印象的で

あったようであった。展示模型として薬物レプリカに興

味を持った生徒が多かったことから関心の高さが伺えた

し，健康お汁粉を試食してもらったがこれも好評であっ

た。このような体験を通し，センターを再度利用したい

という生徒が８５％（１３７名）いたことはうれしい結果で

あり青少年健康センターが学校教育を離れ，地域の中で

展開できる場として喜んでいただけることがわかった。

教育を担当した大学生のピア・サポーターについても

非常に好評で，教師の教え方と異なり，親しみやすかっ

たり，解りやすく，楽しく学べたという点では効果的な

教育方法であるといえる。

学習後にメール相談アドレスを配布したところ，数件

の相談があった。相談というより異性との付き合いのこ

とを軽く書いている生徒が数人いたが，中には相談内容

としてはかなり重いものがあり，数回メールのやり取り

後専門医を紹介したり，大人の電話相談を紹介したとい

う事例があった。

２．思春期サポーターの活動

養成セミナー終了後自発的に学習会継続の希望があっ

たことから，毎月１回定例的に学習会を継続することに

した。学習を継続する一方で，第１回目の活動として，

思春期サポーターの企画立案・運営による地域の親世代

を対象とする学習会を開催した。地域の親の方８名，保

健関係専門家２名，大学生５名の１５名参加があった。養

護教諭経験のある大学教員からの「保健室から見た中学

生の姿」というテーマでの講話の後，グループにわか

れ，ディスカッションを行った。表２の参加後アンケー

ト結果から，参加者からは概ね満足という声が聞かれ

た。又主催した思春期サポーター９名からは，大変ス

ムーズな企画運営ができたと満足のいく意見であった。

３．関係者との連絡会開催

従来地域の中で思春期保健に関してそれぞれがバラバ

ラに活動している人たちの相互理解と協力体制づくりを

するためにセンターが呼びかけをして開催したものであ

る。呼びかけをしたのは，既存の青少年を対象とする組

織という視点ではなく，実際に活動を展開している人た

ちという視点で案内をさせていただいた。主旨に賛同い

ただき参加が得られたのは，大学生の思春期ピア・サ

ポーター代表，大人の思春期サポーター代表，日本女医

会代表，江別市保健センター保健師，江別市教育委員会

主催電話相談のヤングテレホン担当者，北海道思春期教

育ネットワークのメンバーのほか，センターのオブザー

バーである産科及び，思春期精神科医師等１６名が参加し

ての会議であった。参加者各々の活動報告から，同じよ

うな活動をしているところがあることや，活動の行き詰

まっているところもあり，お互いの情報交換の中でヒン

トを得たり，オブザーバーからの助言もあり，今後の活

動の協力を求めることができ意義のあるものであった。

当日欠席だったもののセンターの主旨に賛同の得られ

た関係者には，連絡会での報告内容をまとめ後日郵送し

次回の案内をした。連絡会終了後，早速参加者の１人か

ら担当する会議の開催案内をいただくなどの動きがあ

り，今後この連絡会を地域の思春期対策強化のために定

例化したいと考えているところである。

Ⅴ．考 察

仮説の検証と課題について考察する。

仮説１．思春期の健康教育は地域で行われる必要性が

あり，青少年健康センターはその拠点となり得るという

点についてである。

教育の側面より考えると，何故思春期健康教育が地域

（ここでの地域は家庭も含んだ考えである）で行われる

必要があるのかと問われれば，それは思春期の健康に影

響する要因が家庭や地域に中に沢山あり，そのことを親

や地域の大人が認識し，対策を取らなければ，学校教育

が頑張っても思春期の若者の健康は守れないということ

である。

例えば，思春期の若者の性教育について取り上げる

と，性に関する情報が氾濫し，子どもたち同士で情報が

行きかっており，その情報の大半は誤った情報が多く，

学校教育で受けた正しい知識は埋没している。埋没する

理由は学校教育は概論であるからで，子どもたちが求め

ているのは具体的な各論部分だからである。したがって

学校教育以外の情報が子どもたちには関心があり，しか

も雑誌やインターネットなどからの情報は益々容易に手
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に入りやすくなってきているのである。

そのような中で親は，先ず親自身が月経教育以外の性

教育を受けた体験が無く，自信をもって子どもに教育で

きないということが根底にあり，若者向けの雑誌の内容

に問題があるにもかかわらず，どのような内容が書かれ

ているのか，またどこにどのような情報があるのか関心

をもっている親はほとんどいないのが現状である。イン

ターネットなどからの情報が盛んになってきておりその

内容に多くの問題があるが，親はインターネットそのも

のに対しての理解も不足していることから，どんどん先

を行く子どもたちに親が教育することは勿論，現状を知

る手立てさえも無理な状況なのである。しかし，このよ

うなことまで学校教育に求めることは到底望めないこと

は明らかであることから，早急に親への教育，子どもを

取り巻く情報社会への対応策を講じなければならないと

考える。そこに地域活動の必要性があるのである。そこ

で効果的なのが同年齢の子どもを持つ親たち同士が困っ

たことを相談しあったり，学びあえる環境づくりであり

その実践である。専門家から一方的に概論の話を聞くの

ではなく，具体的な子どものおかれている情報の現状や

インターネットの活用方法など，親が直接目に触れ疑問

点を話し合うことからはじめる必要がある。このような

機会を持つことで親は正確に現状を理解し，その改善点

に気づくであろうし，理解を共にする仲間が集まること

で地域の改善にもなるのである。

思春期の若者の健康を守るために学校と地域と家庭の

連携ということが常に言われているが，本研究の実践よ

り地域活動としての必要性と具体的な取り組みを見出す

ことができたと考える。

次に相談活動の側面から考察する。前述したアンケー

ト結果より，思春期の親も気軽に相談できる場を求めて

いる。小学校入学前は保健センターの検診などで相談で

きる機会が多いが，入学後はなかなかそのような機会が

少なくなっていく。小学校で取り組んでいる事例１３）を見

ると常に親は聞きたいことや相談したいことを沢山抱え

ていることがわかる。その事例はフレンドリートークと

いうことで学校が中心となって家庭に呼びかけ懇談会を

開くという試みで，年３回開催し，校長や栄養教諭，養

護教諭，内科校医などが参加し子どもの心と体の成長に

ついて話し合うものであるが，大半が医学的なこと（成

長痛，予防接種，夜尿症など）や生活（好き嫌いや反抗

的，登校しぶり）などで専門家からのアドバイスを受け

ているものである。この事例から小さなことでも親は相

談できる場を必要としていることは思春期を持つ親も同

じであることが伺え，学校で取り組むことには限界があ

り，学年があがるにつれ，益々難しくなってくることか

ら，地域の中で気軽に相談できる場があることが必要で

あると考える。

また若者サイドから見ると，筆者等が試みた街角カ

フェにおける若者の放課後の過ごし方として，スーパー

マーケットでのショッピングや，ファーストフード店を

利用してのおしゃべりが中心であった。地域が開放して

いる児童館の利用は小学生のときということであり，図

書館も余り利用されていなかった。若者達は，放課後の

自由な時間をお金がかからず，落ち着いて語り合える場

で過ごしたいという希望の声があることから，若者が集

いその場でスキルトレーニングを受けた仲間が助言した

り相談できる場を作ることも地域活動でしかできないも

のと考える。

以上のことから，思春期の若者を持つ親と若者の健康

教育と相談のためには学校を離れ地域活動として定着さ

せる必要があり，青少年健康センターはその役割を担う

拠点として適切なものであるといえる。更にセンターは

若者の保健に関わる専門家の活動拠点としても役割を果

たせるものと考える。今回関係者に呼び掛け連絡会を

行った結果，各機関の具体的な活動が理解でき，協力し

たり協働することで，更なる効果的活動となりうること

が分かった。青少年健康センターが企画運営することで

地域内の点としての活動を線で結ぶことができるものと

考える。

今後の課題として，一点目は地域内への青少年健康セ

ンター活用の周知についてである。昨年立ち上げたばか

りであることから，未だその活動や活用の仕方が十分周

知できていない現状である。親子で取り組める研修会を

企画しセンターへ足を運んでもらうようにするなどの工

夫が必要である。

二点目は青少年健康センタープログラムの充実であ

り，特にメディア・リテラシー教育プログラムの作成で

ある。情報通信技術は今や地球規模で飛躍的に発展して

おり，通信環境が広範且つ急速に変貌を遂げ，生活はよ

り便利になっている反面，その悪影響の大きさが懸念さ

れる。特に成長発達段階にある青少年の心身に与える影

響が大きなことが指摘されながらも，青少年のメディア

にさらされる機会は多くなる一方である１３）１４）。一例とし

て平成１６年大阪府青少年環境調査１５）によると，特殊な情

報（アダルトビデオ，出会い系，暴力や虐待映像，悪口

や誹謗中傷など）は圧倒的にインターネットによるとこ

ろが大きいという結果が出ており，平成１３年東京都の調

査１６）では調査対象の中学，高校生の半数以上がポルノ画

像を実際に書籍やビデオ等で見ていると報告している。

下田等１７）も２００６年から急増している学校裏サイトの蔓延

とその危険性を強く訴え地域活動を展開している。野放

し状態のメディア対策を今後青少年健康センターの重要

なプログラムとして早急に取り組む必要がある。
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仮説２．ピア・サポート活動は当事者同士の活動とし

て若者にとっても大人にとっても有効であるという点に

ついてである。

若者に対するピア・サポートの有効性は既に報告１８）し

ているところで論術しないが，大人のピア・サポートに

ついては本実践において，思春期サポーター主催の学習

会を行った結果を見ると，集客の面で力を発揮できてい

たと考える。地域の親の情報源として地域のタウン誌が

とても効果的であるということがサポーターから出さ

れ，そこを通して呼びかけを行ったところ，タウン誌を

見てという方の参加があった。学習会の内容も，日ごろ

の親同士の会話から聞きたい内容ということで取り上

げ，その結果参加者の満足度の高いものとすることがで

きた。このように対象のニーズを把握するためにはやは

り仲間同士であることが効果的であるといえる。更に先

に挙げた地域活動に拠点が必要であると述べたが，その

拠点で行う活動をいかに地域の人に周知し活用してもら

うかという点からも，大人のピア・サポート活動が重要

であるといえる。そのためにはまず地域の方の主体的活

動であることである。共に学び共に支えあう仕組みづく

りが重要であり，その機会も場も地域の中にあり，その

ような取り組みを地域の中に作っていくことが大切であ

ると上野屋１９）は述べている。特に思春期健康に関して

は，家庭の親の主体的活動参加が必須であることから，

思春期ピア・サポーターを養成し，その人が核となり，

仲間を増やしていくことが良いのではないかと考える。

こうした考えは，昨今コミュニティの崩壊といわれてい

る一方で，コミュニティモデル２０）でいう公私協働でパー

トナーシップを形成しながら，住民主体の地域活動の方

向に向かおうとしている現在のコミュニティの目指すも

のと一致すると考える。育ちつつある思春期サポーター

の集まりでは，自己の責任や関心に応じた応分の役割を

果たそうとしており，組織も一人一役の運営方式をとっ

ており，正に一つのコミュニテー活動であり，この活動

を大切に育てることが地域に根ざす第一歩であると考え

る。

今後の課題としては，思春期サポーターを育てるだけ

でなく，今回開催した関係者の連絡会のように，専門家

や行政関係者の情報交換の場を定期的に設け，思春期サ

ポータを支える体制作りをし，活動を定着する必要があ

ると考える。

Ⅶ．結 論

今回青少年健康センターにおいて３つの実践活動を

行った結果次のようなことが明らかになり，仮説の検証

をすることができた。

１．思春期健康教育は地域活動として必要であり効果的

である。地域活動には拠点が必要であり青少年健康セ

ンターの存在は大切である。

２．教育を担当するものとしては，若者には若者のピ

ア・サポーター，大人には大人の思春期サポーターが

有効である。

３．行政を含む地域の専門家同士は，個別の活動を展開

するだけでなく，お互いがその活動を理解し合い，協

力し合うことが今後の青少年健康教育活動発展の点に

は必要である。

本研究は２００８年度北方圏学術情報センターからの研究

助成を受けて行ったものである。
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Abstract

Adolescence is a crucial period in one’s life in that young people build healthy body and lifestyles，

however，young people are also easily exposed to health risk during this period．Although we have already

conducted a peer education for the young people with the goal that they have correct knowledge and act

appropriately and have got the positive education effect，this time，we established a health center for the

young people in a community because we felt the need to introduce adolescent health education which not

only school staff but also young people’s parents are involve in．

In this study，we examined the need for the education activity in a community as a new approach for

adolescent health education and its future direction，through the results of the health education in a high

school by university students，study sessions between parent supporters and young people’s parents in a

community，and holding liaison conference among relevant people．

Key words：Adolescence，Health education，Regional activities
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